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キャッシュレス決済企業の POS 情報管理特許取得のお知らせ 

 

eBASE（イーベース）株式会社（本社：大阪市北区 代表取締役社長 岩田 貴夫 ／以下、

eBASE 社）はキャッシュレス決済企業の POS 情報管理に関する特許(特許第 7777843 号)

を取得したことをお知らせします。 

本特許技術は、消費者がキャッシュレス決済で購入した商品が分からないという問題を

解決する情報処理システムサービスを実現します。この技術によりユーザーはスマートフ

ォンなどで商品リストを含む利用明細をいつでも簡単に確認できるようになります。 

 

 

【特許概要】 

登録番号:   特許第 7777843 号 

発明の名称：キャッシュレス決済企業の POS 情報管理 

特許取得日：2025 年 11 月 20 日 

特許権者：eBASE 株式会社 

 

 

 



■背景・課題 

現在、クレジットカードや電子マネーなどのキャッシュレス決済は日常に欠かせないもの

となっています。 

その利用明細は、オンラインで簡単に確認できるようになりましたが、従来の明細では大き

な課題がありました。 

それは、「いつ、どこで、いくら支払ったか」という情報は分かっても、「具体的に何を購入

したか」まではほとんど表示されない点です。 

例えば、頻繁に利用するコンビニやスーパーでの決済履歴を見たとき、「この日の 2,400 円

の支払いは、一体何を買ったものだったか？」と、利用内容を思い出すことが難しくなりま

す。 

この曖昧さが、家計簿の管理を難しくしたり、万が一、第三者による不正利用が発生した場

合に、それが不正な利用であるとすぐに気づくのを遅らせる原因となっていました。 

 

 

■特許技術の概要 

本特許技術は、キャッシュレス決済で購入した商品が分からないという問題を解決する情

報処理システムです。 

キャッシュレス決済の情報（日付、金額、利用店舗など）と、その決済で実際に購入された

商品やサービスの詳細情報（商品名、数量、単価など）をシステム内で自動的かつ強固に紐

づけて記録します。 

ユーザーはスマートフォンなどで利用明細を確認でき、「いつ・どこで・いくら」という情

報に加え、「何を買ったか」という商品リストも同時に得られ、いつでも簡単に確認できる

ようになります。 



 

 

■技術の特徴・メリット 

•  一目瞭然の利用内容 : 明細に「いつ・どこで・いくら」だけでなく、購入した          

商品名（例：ABC パン、AAA 牛乳）が同時に表示されるため、決済の内容をより明確に思

い出すことができます。 

• 詳細な情報提供: 購入した商品によっては、その商品に紐づいた詳細情報（例：食品の          

栄養素やアレルギー情報、家電製品の取扱説明書やスペック）なども併せて受け取ることが

できます。これにより、購入後の商品の管理や活用がより便利になります。 

• 不正利用の早期発見: 見覚えのない決済があった場合、その決済に紐づく商品情報を          

見ることで、「これは自分が買ったものではない」と不正利用かどうかを容易に判断できる

ようになり、被害の拡大を防ぐことに役立ちます。 

 



 

■今後の展開 

今後、この技術を活用して、より安心で便利なキャッシュレス社会の実現を目指します。 

また、小売や決済サービス提供会社と協力し、多様なユーザーが利用できるシステムの 

構築を進めていきます。 

さらに、ユーザー向けアプリケーションの開発を進め、ユーザーの日常生活の利便性と 

安心感の向上に貢献していきたいと考えています。 

 

 

■eBASE 株式会社の概要 

eBASE 株式会社は商品情報に関わるデータベースソリューションパッケージソフトであ

る eBASEjr、eBASEstandard、SmalleBASEserver、eBASEserver 等の幅広いラインナップに

より、生産者・原材料メーカー、加工メーカー、卸会社、小売会社の業態や規模にフィット

したソリューションを提供することが可能な商品情報交換データベース分野のエキスパー

ト企業です。eBASE 社の各種パッケージソフトウェアはシームレスに連携やアップグレー

ドが可能です。商品情報に関わる様々な業務アプリケーション(「MDM eBASE」、「PDM 

eBASE」、「FOODS / GOODS eBASE」等)との連携を高いコストパフォーマンスで実現し

ます。 eBASE 社は様々な業界（食品、日雑、医薬、文具、家電、工具、環境、住宅、アパ

レル等）で培った商品情報交換ソリューションノウハウを「全体最適」の視線で継続提供い

たします。又、パッケージソフトウェアビジネスに加えて、その商品情報コンテンツビジネ

スとして商品データプールサービス「商材 ebisu（食材 / 外食 / 日雑 / 住宅 / 家電 / 文

具 / 工具（小売版） / 工具（卸版） 等）」や「マスタデータ ebisu」を提供しています。

更にこれら「商材 ebisu」データを活用した消費者向けアプリビジネスとして、あらゆる商

品カテゴリを統合したライフスタイルアプリ「e 食住なび」、「e 食住カタログ」、「e 食住ち

らし」、「e 食住ビジュアルレシート」、及び住まいの設備や家電の情報をまとめて管理でき

るアプリ「e 住なび」、等、幅広く小売企業を経由して一般消費者ユーザーに提供していま

す。 

 



■本件に関するお問い合わせ先 

eBASE 株式会社 

TEL：06-6486-3955 FAX: 06-6486-3956 

E-mail：info@ebase.co.jp 

URL：https://www.ebase.co.jp/ 


